










研究目的 近年川崎病に対してガンマグロブリン(GG)の投与が行われ,特に冠動脈病変形

成の予防効果が報告されている。1)2)しかし GGの適切な投与量あるいは作用機序などにつ

いてはまだ明確な解答はなされていない。今回我々は川崎病患者について GG 製剤の一般検

査成績とケミルミネッセソス(CL)反応に対する効果を検討したので報告する。 


